
　
お
内
陣　
漆
塗
工
事
に
つ
い
て

　
来
る
２
０
２
５
年
10
月
13
日
よ
り
お
内
陣

の
漆
塗
り
工
事
が
左
記
の
日
程
に
て
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
堂
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

　
10
月
８
日
（
水
）

　
　
御
本
尊
移
動
及
び
仮
設
置
（
御お
わ
た
ま
し

移
徙
）

　
10
月
９
日
（
木
）
〜

　
　
一
階
講
堂
に
て
晨
朝

２
０
２
６
年

　
３
月
15
日
（
日
）

　
　
漆
塗
り
作
業
完
了

　
３
月
25
日
（
水
）

　
　
御
本
尊
移
動
（
御お
わ
た
ま
し

移
徙
）
勤
修
　

　

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

〜
天
満
別
院
崇
敬
寺
院
巡
り
〜

　
　
　

　
　
　
景景け

い
じ
ょ
う
ざ
ん

け
い
じ
ょ
う
ざ
ん

定
山
定
山
　　
敎敎き

ょ
う
お
う
じ

き
ょ
う
お
う
じ

應應
寺寺

住
職
：
建
部
　
智
宏

住
所
：
大
阪
市
東
淀
川
区
豊
里
三
丁
目
十
三
番
十
六
号
　

沿
革

　
教
應
寺
の
あ
る
東
淀
川
区
豊
里
地
域
は
、
か
つ
て
聖

徳
太
子
が
度
々
足
を
運
ば
れ
、
四
天
王
寺
建
立
の
候
補

地
と
考
え
ら
れ
て
い
た
地
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
に
唐

か
ら
帰
ら
れ
た
伝
教
大
師
最
澄
が
立
ち
寄
ら
れ
ま
し

た
。
８
０
５
年
頃
、法
上
寺
（
天
台
宗
）
を
建
て
ら
れ
、

そ
れ
が
教
應
寺
の
は
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
越
中
富
山
浄
光
坊
の
開
基
、
遠
藤
七
郎
左

衛
門
法
名
釋
頼
純
の
二
男
、
遠
藤
作
右
衛
門
が
蓮
如
上

人
の
弟
子
と
な
り
法
名
釋
慶
澄
と
直
筆
の
六
字
名
号
を

授
か
り
、
永
正
14
（
１
５
１
７
）
年
真
宗
に
改
宗
。
天

和
3
（
１
６
８
３
）
年
本
山
よ
り
木
仏
本
尊
並
び
に
寺

号
を
授
か
り
「
敎
應
寺
」
と
改
め
ま
し
た
。
宝
永
5

（
１
７
０
８
）
年
本
堂
再
建
、
天
明
３
（
１
７
８
３
）

年
本
堂
再
建
。
天
明
６
（
１
７
８
６
）
年
に
は
「
親
鸞

聖
人
絵
伝
四
幅
」
が
授
与
さ
れ
、
添
状
と
共
に
現
存
し

て
い
ま
す
。

　
明
治
33
年
に
は
、淀
川
改
修
の
た
め
現
在
地
に
移
転
。

真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
天
満
別
院

大
阪
市
北
区
東
天
満
１
―
８
―
２
６

０
６
―
６
３
５
１
―
３
５
３
５

代
表
者 

輪
番
・
奥
林 

曉

731 号
2025
10/1

法要・行事予定

４

　４日　達如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

　５日　教如上人御命日晨朝兼日中   （7 時４５分）

１２日　闡如上人御逮夜・永代経　　     （１４時）

１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中   （7 時４５分）

１４日　茨木別院団体参拝        (１２時３０分出発）

２１日　本山御正忌報恩講　　　　（２８日まで）
２４日　顕如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

２６日   本山御正忌団体参拝         　　　　
２７日　宗祖聖人御正忌逮夜　　　    　 （１４時）　　　　 　　
２８日　宗祖聖人御正忌晨朝　　　   （７時４５分）

　　　　宗祖聖人御正忌日中         　     ( １０時）

　　　　　法話：　輪番　      
　　　　　　天満別院報恩講
　　　  １０月３・４・５日執行            
   皆さまのお参りをお待ちしております。

10 月
　２日　真如上人御祥月命日晨朝兼日中（7 時４５分）

　　　　〜　報　恩　講　〜            （３〜５日）〜　報　恩　講　〜            （３〜５日）
　　３日　逮夜　　　　　　　　　（１３時３０分）３日　逮夜　　　　　　　　　（１３時３０分）
　４日　　４日　晨朝　　　　　　　　　　　　   （７時）晨朝　　　　　　　　　　　　   （７時）
　　　　日中　　　　　　　　　　　　（１０時）　　　　日中　　　　　　　　　　　　（１０時）
　　　　結願逮夜　　　　　　　（１３時３０分）　　　　結願逮夜　　　　　　　（１３時３０分）
　５日　結願　５日　結願晨朝晨朝　　　　　　　　　　   （７時）　　　　　　　　　　   （７時）
　　　　報徳会（音楽法要）　　   （１０時３０分）　　　　報徳会（音楽法要）　　   （１０時３０分）
　　　　教如上人御祥月命日　　　　教如上人御祥月命日
   　　　結願日中　　　　　　    （１３時３０分）   　　　結願日中　　　　　　    （１３時３０分）
１２日　闡如上人御逮夜・永代経　　       （１４時）

１３日　闡如上人御命日晨朝兼日中     （7 時４５分）

１４日　巧如上人御祥月命日晨朝兼日中 （7 時４５分）

２７日　宗祖聖人御逮夜             　　      （１４時）　  　　　
２８日　宗祖聖人御命日晨朝兼日中 　 （7 時４５分）

　　　　　法話：　輪番　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

11 月

昭
和
3
年
に
火
災
に
遭
い
、
昭
和
6
年
に
再
建
す
る

も
、
昭
和
20
年
の
空
襲
に
よ
っ
て
全
焼
。
そ
の
後
10
年

以
上
更
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
心
を

支
え
る
お
寺
を
も
う
一
度
と
い
う
志
の
も
と
、
昭
和
31

年
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
ご
門
徒
自

身
も
力
を
合
わ
せ
建
築
資
材
を
運
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
57
年
に
は
本
堂
を
改
修
し
山
門
を
建
立
。
し
か
し

阪
神
淡
路
大
震
災
で
本
堂
の
梁
が
折
れ
老
朽
化
。
平
成

20
年
「
私
た
ち
の
時
代
で
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
し
よ

う
」
と
当
時
の
総
代
方
に
よ
っ
て
再
建
事
業
が
発
願
さ

れ
、
平
成
22
年
8
月
に
竣
工
、
同
年
12
月
5
日
に
落
慶

法
要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
教
應
寺
で
は
、
年
中
行
事
の
他
、
毎
月
1
日
朝

6
時
に
「
お
は
よ
う
！
お
あ
さ
じ
の
会
」
と
い
う
晨
朝

の
お
勤
め
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
「
男
性
の
会
（
自
灯

の
会
）」
と
「
女
性
の
会
（
法
灯
の
会
）」
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
定
例
法
話
や
座
談
会
、
そ
の
他
親
し
み
や
す

い
企
画
な
ど
を
ご
門
徒
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
年
中
行
事
の
時
に
は
、
大
掃
除
、
お

み
が
き
、
幕
張
り
な
ど
の
準
備
片
付
け
作
業
に
も
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
教
應
寺
に
は
４
つ
の
掲
示
板
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
２
つ
は
ご
門
徒
さ
ん
の
手
作
り
で
、
最
寄
り
の
バ

ス
停
と
ご
門
徒
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。「
行
事
予

定
」
や
「
今
月
の
こ
と
ば
」
と
共
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

LIN
E

のQ
R

コ
ー
ド
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ご
住
職
は
「
私
の
代
で
本
堂
再
建
と
い
う
ご
勝
縁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
感
動
を
一
生
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
教
え
の
こ
と
ば
に
遇
う
こ
と
を
軸
と
し
た
地
道
な

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
お

話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

服部本店・本社工場

〒

大阪府豊中市服部西町１丁目８ｰ１５

０６‐６８６２‐０４０１

０１２０‐０６‐０４０１

https://www.echizenya.co.jp

千里中央店 ０６ ６８７１‐０４０１

十 三 店 ０６ ６３００‐０４０１

敦 賀 店 ０７７０ ２５‐０４０１



　　
　

ま
す
。
一
方
、
ご
自
身
で
お
墓
な
ど
の

整
理
を
し
て
お
い
た
も
の
の
、
ご
遺
族

の
思
い
と
は
異
な
り
、
新
た
に
お
墓
や

お
内
仏
を
ご
用
意
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
お

聞
き
し
ま
す
。
ご
自
身
が
思
う「
迷
惑
」

は
、
遺
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
も
本
当

に
「
迷
惑
」
で
し
ょ
う
か
。
お
葬
儀
や

納
骨
、
ご
家
庭
に
安
置
さ
れ
て
い
る
お

内
仏
の
前
に
座
り
、
亡
き
方
を
偲
び
感

謝
す
る
仏
事
に
出
遇
う
の
は
、
ご
遺
族

と
な
る
方
々
で
す
。
そ
の
大
事
な
仏
事

の
ご
縁
へ
の
関
わ
り
方
を
、
自
分
一
人

で
決
め
て
満
足
し
て
も
、
ど
う
思
わ
れ

る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
終
活
を
す
る
に
あ
た
っ
て
一
番
大
切

な
の
は
、
ご
遺
族
と
な
る
方
々
と
よ
く

話
し
合
う
こ
と
で
す
。「
私
が
亡
き
あ

と
の
こ
と
は
、お
ま
か
せ
い
た
し
ま
す
」

と
い
う
心
を
も
っ
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
、
遺
さ
れ
る
方
々
が
仏
事
に
出
遇

う
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　

　
　
（
第
12
組  

慈
恩
寺 

墨
林 

尚
顕)

答
え

　「
終
活
」
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
実
際
に
ご
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。ひ
と
え
に「
終

活
」
と
い
っ
て
も
様
々
な
内
容
が
あ
り
ま

す
が
、
私
は
僧
侶
で
す
の
で
、
お
葬
儀
や

納
骨
（
お
墓
の
管
理
）、
お
内
仏
に
関
す

る
ご
相
談
を
多
く
お
聞
き
し
ま
す
。「
家

族
が
月
参
り
や
お
墓
詣
り
に
関
心
が
な

く
、
お
墓
の
維
持
等
を
負
担
に
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。お
墓
や
お
内
仏
は
整
理（
処

分
）し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」 　
　
　

　
ご
相
談
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
総
じ
て

「
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
い

う
思
い
が
、
皆
さ
ん
の
中
に
見
受
け
ら
れ

終
活
は
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

２３

Q&A

法
要
部
会
主
催

　
　
　
　
　
公
開
講
習
会
開
催

　
去
る
9
月
1
日
（
月
）
に
天
満
別
院

教
化
委
員
会
法
要
部
会
主
催
に
よ
る
出

退
作
法
並
び
に
句
切
の
作
法
に
つ
い
て

の
公
開
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
堂
で
出
退
作
法
を
見
学
し
た
後
、

仏
間
で
実
際
に
和
讃
本
の
扱
い
の
指
導

を
受
け
ら
れ
、
皆
さ
ん
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　　
　 ご

報
告

　
　
起
工
式　
勤
修

　
去
る
9
月
11
日
（
木
）
10
月
よ
り
始

ま
る
墓
地
事
務
所
新
築
工
事
の
起
工
式

が
輪
番
・
別
院
職
員
に
よ
り
執
り
行
わ

れ
、
責
任
役
員
を
は
じ
め
、
関
係
者
各

位
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
明
年
６
月
末
竣
工
の
予
定
で
す
。

　
ご
案
内

 起工式の様子

天
満
別
院
報
恩
講

天
満
別
院
報
恩
講

　
講
師　
戸べ
っ
き次 

公こ
う
し
ょ
う正 

先
生

　
　
　
大
阪
教
区
第
22
組

　
　
　
　
　
　
南
溟
寺　
住
職

　　
講
題

　
『
御
絵
伝
』
の
絵
解
き
に
聞
く

　
　　ご講
師
か
ら
一
言

　
親
鸞
さ
ま
の
「
法
事
」
を
お
勤
め

す
る
の
が
報
恩
講
で
す
。
そ
れ
は
本

願
の
世
界
に
邂か

い
こ
う逅

し
た
人
で
あ
る
親

鸞
さ
ま
の
生
涯
と
教
え
を
追
憶
す
る

集
い
で
す
。

　「
報
恩
と
は
何
か
？
」
そ
れ
は
、

我
が
身
に
受
け
た
「
恩
」
を
か
み
し

め
味
わ
い
、
本
願
に
遇
う
事
が
で
き

た
慶
び
に
「
報む

く
い
る
」
こ
と
で
す
。

　「
報
恩
と
は
何
か
！
」
そ
れ
は
本

願
の
世
界
に
出
遇
え
た
こ
と
を
自
他

に
「
報し

ら
せ
る
」
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
は
『
御
絵
伝
』（
本
願
寺
聖

人
伝
絵
＝
御
伝
鈔
）
で
そ
の
生
涯

を
「
讃さ

ん
だ
ん嘆

」
し
、
同
朋
の
精
神
か
ら

乖か
い
り離

し
て
は
い
な
い
か
？
と
訪
ね
る

「
懺さ
ん
げ悔

」
の
機
縁
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

茨
木
別
院
報
恩
講

　　
別
院
門
徒
会
と
し
て
、
団
体
参
拝
を

左
記
の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
。
法
要

後
に
、
先
人
の
知
恵
に
学
ぶ
別
院
本
堂

（
築
後
約
２
５
０
年
）
令
和
の
大
修
理

素
屋
根
見
学
が
ご
ざ
い
ま
す
。
滅
多
に

な
い
機
会
で
す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ

い
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
記
　

日   
程
　
11
月
14
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　
午
前
12
時
半
出
発

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂
　
　

※
参
加
希
望
の
方
は
10
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
別
院
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〜 
報
恩
講
　
日
　
程  

〜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
10
月
3
日(
金)

　　
逮
夜　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
法
話
二
席　
　
　

　　
10
月
4
日(

土)

　
　
　

　
晨
朝　
　
　
　
　
7
時
〜

　　
日
中　
　
　
　
　
10
時
〜

　
　
　

　
御
伝
鈔
拝
読

　
　
　

　
結
願
逮
夜　
　
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
法
話
一
席　
　
　
　

　
　

　
10
月
5
日(

日)

　
　
　

　
結
願
晨
朝　
　
　
7
時
〜

　　
報
徳
会
（
音
楽
法
要
）

　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜

　
　
　

　
結
願
日
中　
　
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
法
話
一
席

〜
親
鸞
さ
ま
に
遇
い
に

〜
親
鸞
さ
ま
に
遇
い
に

　
　
　
　
　
　
行
き
ま
し
ょ
う
〜

　
　
　
　
　
　
行
き
ま
し
ょ
う
〜

　
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
で
は
来
る

11
月
21
日
（
金
）
か
ら
28
日
（
金
）
に

か
け
て
「
御
正
忌
報
恩
講
」
が
執
行
さ

れ
ま
す
。

　
別
院
門
徒
会
と
し
て
、
団
体
参
拝
を

左
記
の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
。
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。
　
　
　
　
　

                     

記
　

日   

程
　
11
月
26
日(

水)

　
　
　
　
　
　  

集   

合
　
天
満
別
院
　
本
堂

参
加
費
　
１
人
５
０
０
０
円

※
詳
細
は
同
封
し
た
折
り
込
み
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

 講習会の様子

 挨拶中の奥林輪番


